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「わが国線虫研究の歴史と発展、

とくに戦後の研究を中心に」の刊

行に寄せて 

水久保隆之（中央農研） 

昨年末に嬉しいニュースがあった。表題

の「わが国線虫研究の歴史と発展、とくに

戦後の研究を中心に」の刊行である。著者

は中園和年さん。中園さんは線虫学会の前

身であった線虫研究会の最後の会長

（1991-1992 年度）も務められた大先輩で、

会長時代に編集された「線虫研究のあゆ

み」は、ご存じの通り当時の線虫研究会の

メンバー総出で執筆に参加した大著であり、

日本の線虫学の歴史と実力を世に示した。

さて、この「線虫研究の歴史と発展」の講

話が成された経緯は本の中にも詳しいが、

農水省の試験研究機関幹部 OB が集う「昭

和農業技術研究会」（世話人西尾敏彦氏）

で定期的に試験研究機関 OB を招き「講

話」が行われていたところ、線虫が気にな

るのでこの話しも聞きたいと西尾さんが岡

田利承さんに仰り、岡田さんが一戸稔さん

（中園さんの農技研時代の上司、線虫研究

会の元会長）の推薦を取り次いで中園さん

が線虫の「講話」を担ったというところで

あるようだ。この線虫の講話だが、平成

20 年 11 月 12 日の第 65 回昭和農業技術研

究会において（社）農林水産技術情報協会

会議室で行われている。中園さんはこの講

話の準備にたいへんな情熱を傾けておられ

たと記憶する。ご自身で膨大な文献調査を

する一方で、最新の情報も求められ、北農
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研の奈良部孝氏や私などがスライド資料の

提供の相談を受けている。このようにして

できあがったスライド原図（パワーポイン

トファイル）や研究会発表後の講演速記録

は主な学会のメンバーにも恵送戴いたが、

戦後の線虫研究史のまぎれもなく貴重な資

料だと感じたのは私だけではなかった。そ

もそも昭和農業技術研究会における講話は、

取りまとめて出版されるのが慣わしだった

そうである。ところが、研究会が事実上解

散状態となってしまい、この速記録が出版

される目処がつかなくなった。あまりにも

もったいないので、岩堀さん（事務局長）

や小坂さん（編集長）と相談し線虫学会誌

への収録を検討していた。その速記録が、

一転して、昨年 12 月に、昭和農業技術史

への証言第十集（人間選書 274、農文協）

に納められた。書籍は中園さんがわざわざ

私どもの中央農研の居室まで持参され、手

ずから謹呈を戴いた。固より私の仕事では

ないけれども、中園さんのご苦労やさまざ

まな経緯を思い出し、感じ入るところがあ

った。この書籍で唯一残念に思うのは、単

独出版物ではなく、それゆえ書籍のタイト

ルで衆人の目に触れることが難しいことで

あろう。あえてこのニュース巻頭で取り上

げた所以である。なお、講演速記録の面白

い点は、講演後の質疑応答で補足や意見が

どんどん出てくるところで、これも別の意

味で歴史の証言となっている。岡田利承氏

（会員、元北海道農研センター長）は、本

講話のセッティングで活躍され司会も務め

られた。講演後の質疑の場で、その岡田利

承氏ややはり線虫学の先達の稲垣春郎氏

（元北海道農研センター長）、東京帝大の

鏑木外岐雄先生に繋がる岩田俊一氏（元農

技研環境生物部長）から紹介されるエピソ

ードや補足も往時を偲ばせてくれて興味深

い。 
ここまで書いたが、経緯はもう分かった、

中身はどうなんだ、とそろそろお叱りを受

けそうである。買って読んで戴くのが一番

だと思う。しかし、それでは判断材料に乏

しいであろうから、西尾俊彦氏のコメント

を引用し、推し量って戴く材料としたい： 
「わが国線虫研究の歴史と発展、とくに

戦後の研究を中心に」は、40 年近く線虫

研究一筋に生きた元日本線虫研究会会長中

園和年氏が、わが国における線虫研究の歴

史をたどる。北海道のダイズシストセンチ

ュウから、南九州のサツマイモネコブセン

チュウまで、農業に重大な被害を与えてき

た各種線虫の同定から、生態究明、防除法

の確立に至る研究の過程が語られる。線虫

研究が他分野と大きく異なるのは、多くの

大学にこの分野の講座がなく、その進展が

もっぱら「現場」に近い地方の国公立試験

場や一部大学の研究者にゆだねられてきた

ことである。農業の現場に接して、被害に

悩む農家をなんとか助けたいという研究者

たちの努力が、センチュウ研究の歯車を今

日まで進めてきた。読者はここでも、農業

研究の進歩にとっていかに現場に向き合う

ことが重要な意味をもつかを強く認識させ

られるに違いない。」 
 
古きを訪ね今を知り、一日一日を歩みな

ん。 
 

〔書籍データ〕 
昭和農業技術史への証言第十集 
人間選書 274 
ISBN 9784540121678 
2012 年 12 月 15 日 第１刷発行 
編者 昭和農業技術研究会 西尾敏彦 
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［事務局から］ 
2013－2014年度役員選挙結果  

正会員の投票による日本線虫学会会長選

挙・評議員選挙は、本年３月４日を締切と

して実施されました。３月５日に事務局

（九沖農研）において、選挙管理委員の小

牧孝一氏と澤進一郎氏によって開票および

集計作業が行われた結果、下記の新会長と

新評議員が選出されました。  
〔会長選挙〕  
選出 水久保 隆之（中央農研） 
次点 奈良部 孝（北農研） 
〔評議員選挙〕  
選出 荒城 雅昭（農環研） 

二井 一禎（ファイザー） 
岩堀 英晶（九沖農研） 
神崎 菜摘（森林総研） 
小坂 肇（森林総研九州）  
串田 篤彦（北海道農研） 
奈良部 孝（北海道農研）  
岡田 浩明（農環研） 
竹内 祐子（京都大学） 
吉賀 豊司（佐賀大学） 

〔以上、アルファベット順〕  
次点 近藤 栄造 

 

2013－2014年度日本線虫学会事務局体制・

会計監査および選挙監理委員  

評議員の承認を得て、2013－2014年度は

下記の体制で本学会を運営することになり

ました。なお、会計監査につきましては９

月開催を予定している総会に提案し、承認

を頂きます。 
 

事務局長 
岩堀 英晶（九沖農研） 

会計幹事 
上杉 謙太（九沖農研） 

庶務幹事 
吉田 睦浩（九沖農研） 

編集幹事 
相場 聡（北海道農研） 
伊藤 賢治（北海道農研） 
関本 茂行（中央農研）  
植原 健人（中央農研） 

会計監査 
小牧 孝一（熊本農研） 
澤 進一郎（熊本大学） 

選挙監理委員 
佐野 善一 
鈴木 崇之（九沖農研） 

編集委員長 
小坂 肇（森林総研九州） 

編集委員 
荒城 雅昭（農環研） 
二井 一禎（ファイザー） 
Gaspard, J. T.（ネマテンケン） 
Giblin-Davis, R. M.（フロリダ大学） 
後藤 デレック（北海道大学） 
神崎 菜摘（森林総研） 
小坂 肇（森林総研九州） 
串田 篤彦（北海道農研） 
三輪 錠司（中部大学） 
奈良部 孝（北海道農研） 
北上 達（三重県） 
Oka, Yuji（イスラエル農業省 

Gilat Research Center） 
岡田 浩明（農環研） 
竹内 祐子（京都大学） 
吉賀 豊司（佐賀大学） 

〔以上、アルファベット順〕 

ニュース編集小委員会 
岡田 浩明（農環研） 
前原 紀敏（森林総研東北） 
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学会事務局所在地 

評議員の承認を得て、事務局は引き続き

九州沖縄農業研究センター内となりました。

どうぞよろしくお願いいたします。  
住所： 
〒861-1192 熊本県合志市須屋2421  

九州沖縄農業研究センター 生産環境

研究領域 線虫害研究グループ内  
Tel：096-242-7734 
Fax：096-249-1002 
E-mail：senchug*kpd.biglobe.ne.jp 

会費振込先： 
郵便振替  

日本線虫学会 
00170-6-610102 

銀行振込 
肥後銀行合志支店（店番号190） 
日本線虫学会 

431222（普通） 
 

日本線虫学会誌編集事務局より 

 和文、英文を問わず論文・総説・短報・

研究資料等の原稿を随時受け付けておりま

す。研究資料には、線虫の分布記録、植物

の線虫抵抗性、線虫の寄主選好性の試験結

果など科学的・実学的観点から資料とする

価値がある情報を掲載することができます

（日本線虫学会ニュース No. 51, p. 5, 2010
年７月 30 日発行）。最近掲載された研究

資料は、40 巻１号（2010 年）、41 巻１号

（2011 年）および 42 巻２号（2012 年）で

確認することが出来ます。 
 線虫学会誌に掲載された論文等は、J-
Stage を通じて世界に発信されます。デー

タの有効利用のためにも、研究資料も含め

て線虫学会誌をご活用ください。投稿はメ

ールに原稿ファイルを添付してお願い致し

ます。 

 
投稿先：小坂 肇 hkosaka*ffpri.affrc.go.jp 

〒860-0862 熊本県熊本市中央区 
黒髪4-11-16  
森林総合研究所九州支所  
森林微生物管理研究グループ 

TEL：096-343-3168 
FAX：096-344-5054 

 
 
2013 年度日本線虫学会大会（第 21

回大会）のお知らせ 

大会事務局 

2013 年度の日本線虫学会大会を、下記

のとおり、佐賀県唐津市で開催します。多

数の皆様のご参加をお願いいたします。 
 
１． 開催日 

2013 年９月５日（木）～６日（金） 
 
２．日程（予定：時間等は変更の可能性あ

り） 
◇９月４日（水）  

15:00〜18:00 評議員・編集委員会 
◇９月５日（木） 9:30～20:00 

9:30〜12:00 一般講演  
13:00〜13:45 総会  
14:00〜15:15 一般講演 
15:30〜17:30 特別講演 1)  
18:00〜20:00 懇親会  

◇９月６日（金） 9:30～18:00 
9:30〜12:00 一般講演 
13:00〜14:00 ポスターセッション 
14:30〜18:00  一般講演 

（エクスカーションはありません） 
確定した大会プログラムは、本年８月に

発行予定の本会ニュース（No. 60）に掲載

す る ほ か 、 本 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ
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（http://senchug.ac.affrc.go.jp/）およびメー

リングリスト（NEMANETJ）でもお知ら

せします｡ 
1)特別講演 

「生物資源を利用した、線虫をはじめと

する病害虫の防除（仮）」と題し、根圏微

生物や昆虫寄生菌などの微生物資材や植物

由来資源を用いた線虫防除の可能性につい

て、特別講演会を計画中です。 
 
３．会場 

１） 大会、特別講演 
唐津市民交流プラザ 

TEL：0955-75-0206 
〒847-0013 佐賀県唐津市南城内１番１

号 大手口センタービル３階（唐津バス

センター３階） 
http://www.karatsu-city.jp/institution.php? 
fid=shimin_kouryu_plaza.php 

２） 懇親会 
Odecafe「オデカフェ」（大会会場のある

大手口センタービル１階） 
TEL：0955-58-9112 
〒847-0013 佐賀県唐津市南城内１番１

号 大手口センタービル１階 
 
４．大会事務局 

〒840-8502 佐賀市本庄町１番地 
佐賀大学 農学部 線虫学分野内 第 21
回日本線虫学会大会事務局  
大会についてのご質問・ご要望がありま

したら、下記の大会事務局代表まで、お知

らせください。 
 
第 21 回日本線虫学会大会事務局代表  
吉賀豊司 

TEL & FAX：0952-28-8746 
E-mail：tyoshiga*cc.saga-u.ac.jp 

 
５．参加費 

１）大会参加費   一般 3,000 円 
          学生 1,500 円* 
２）懇親会費    一般 4,000 円 
          学生 3,000 円* 
７月 27 日以降は、一律、大会参加費 3,000
円、懇親会費は 4,000 円となります｡ 
（*郵便振替用紙の所定欄に指導教員のサ

インが必要です。） 
 
６．参加及び講演申し込み 

１）参加申し込み 
大会に参加される方は、2013 年７月 26

日（金）までに、同封の郵便振替用紙兼大

会参加申込書をご利用になり、必要事項を

もれなく記入（チェック）の上、ご送金く

ださい。 
口座名：日本線虫学会第 21 回大会 
口座番号：01780-1-73117 

 
２）講演申し込み 

講演を希望される方は、2013 年７月 26
日（金）までに、振替用紙の通信欄にポス

ター発表か口頭発表かの希望を記入（チェ

ック）してご送金いただくとともに講演要

旨を大会事務局へお送りください。講演要

旨は、紙媒体（印字原稿）と電子媒体で受

付けますが、電子媒体による送信を歓迎し

ます｡なお、申し込み演題数によっては口

頭またはポスターへ変更になる可能性があ

ります。 
◇印字原稿の場合は、コピー１部を添えて、

大会事務局へお送りください（当日消印有

効）。 
講演要旨送付先： 

〒840-8502 佐賀市本庄１ 
佐賀大学農学部 線虫学分野内 
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第 21 回日本線虫学会大会事務局 
◇電子媒体の場合は、電子メールの添付フ

ァイルとして、大会事務局へ送信ください。 
電子メールでの送付先： 

tyoshiga*cc.saga-u.ac.jp 
電子メールで受信した講演要旨について

は、受信後１週間以内に、受付確認メール

を事務局から送信します。１週間を過ぎて

も確認メールが届かない場合は、事務局代

表までお知らせください。 
 
７．講演要旨の作成 

講演要旨は、本ニュース巻末に掲載した

書式に従って作成してください｡メールア

ドレスの記載など、昨年までの書式と一部

異なりますので、ご注意下さい。講演予稿

は B５判用紙を使用し、横置きで、上下左

右の余白を 2.5 cm として作成して下さい。

１行は全角 45 字、 本文 13 行、全体 16 行

（タイトル行３行のとき）か 17 行（同４

行以上）以内として下さい。１行目に演者

名を記し（発表者の前に○印、複数の場合

は・で区切る）、続けて括弧 ( ) 内に所属

の略称（所属が異なる場合は、上付数字を

付けて区別する）、１字空けて演題、１字

空けて上記事項の英文表記（氏名は

Senchu, T. のように、所属は Karatsu Univ. 
のように省略して記す）を記載して下さい。

１文字空けて、責任著者のメールアドレス

を付記してください。その際、迷惑メール

を避けるため、*の代わりに＊をつけてく

ださい。明朝系（MS 明朝など）、英文表

記は Century または Times New Roman など

のフォント（12 ポイントを推奨）を使用

し、タイトル行は太字にしてください。 
本文は行を改めて次の行から始めて下さ

い。本文の英数記号は半角を使用して下さ

い。講演要旨は電子媒体と紙媒体（印字原

稿、当日消印有効）で受け付けますが、電

子原稿を歓迎します。電子メールの添付フ

ァイルで提出される場合、ソフトウエアは

「MS ワード」または「一太郎」を使用し

て下さい。印字原稿の場合はコピー１部を

添えてください。印字原稿の場合はコピー

１部を添えてください。 
 
８．講演要旨集 

１）講演要旨集は、送付または送信された

講演要旨をダイレクトプリントして作成し

ます。送付の場合は、折り目や汚れがない

ように、ご注意ください。 
２）講演要旨集は、大会当日に会場で配布

します。 
３）講演要旨は、日本線虫学会誌第 43 巻

第２号に掲載されます。 
 
９．講演発表 

１）講演は、１人１題です。発表者は本会

会員でなければなりません。 
２）口頭での講演時間は討論時間を含めて

１題 15 分を予定しています。 
３）口頭発表では、PC プロジェクターの

み使用できます。PC プロジェクターの利

用環境は Windows、対応ソフトは Power 
Point 2007 以前のバージョンです。講演受

け付け記録メディアは、USB メモリーに

よるウイルス感染が多発していることから、

CD-R のみとします。講演番号、講演者名、

ファイル名を明記した CD-R をご持参くだ

さい。一枚の CD-R には、一つの講演ファ

イル以外は入れないでください｡ 
４）ポスターでの講演の場合は、横 90 cm
×縦 150 cm に収まるようにお願いします

が、大きいサイズを希望される方は大会事

務局までご相談下さい。なお、ポスターを

貼り付けるピンなどは大会事務局で用意し
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ます。 
５）持参した CD-R は、講演前に、事務局

で用意した PC のハードディスクにコピー

します。PC にコピーした講演要旨のファ

イルは、講演終了後に消去します。 
不明な点は、講演受付デスクでお尋ねく

ださい｡ 
 
１０．会場までのアクセス 

１）飛行機および新幹線利用の場合、福岡

経由（福岡空港または JR 博多駅経由）が

便数も多く、アクセスしやすいです。 
◇福岡からのバスでのアクセス（福岡空港、

博多バスターミナル、西鉄天神バスセンタ

ーから） 
・唐津行きの昭和バス（からつ号）に乗車

し、唐津バスセンター（大手口）で下車。 
・福岡空港から約１時間 50 分（1,200 円） 
http://www.rakubus.jp/rosen/fko_krt_ybk.html 
◇福岡から電車でのアクセス（福岡空港、

博多駅、地下鉄天神駅から） 
・唐津または西唐津行きの地下鉄に乗車し、

唐津駅で下車。大手口センタービルまで約

500 m（徒歩６分）。 
・福岡空港から約１時間半（1,140 円） 
２）車での来場 
車で来られる方で長時間駐車される方は、

市営有料駐車場（南城内駐車場）、唐津駅

西駐車場などをご利用下さい。 
 
１１．宿泊 

大会事務局は、宿泊施設の斡旋を行いま

せん。本ニュース巻末に掲載した案内を参

考に、インターネット・電話等で、各自、

手配をお願いします。 
 

 

 

［記 事］ 
米国ルイジアナ州立大学滞在記 

竹内祐子（京都大） 
京都大学で昨年度から始まった若手人材

海外派遣事業「ジョン万プログラム」の第

一期生として、３月末より７月末までアメ

リカ合衆国のルイジアナ州立大学に短期留

学しています。こちらに来て１か月、残念

ながらまだ具体的な研究成果をご報告でき

る段階ではないので、研究室やこちらでの

生活についてご紹介します。 
ルイジアナ州は、その名前が示す通りフ

ランス文化の影響が色濃く残った地域で、

地名も人名も、さらに食事のメニューに至

るまで、一瞬「フランス？」と思ってしま

うことが多々あります。実際には他にもス

ペイン、イタリア、ネイティブアメリカン、

アフリカなど様々な文化が融合して現在の

ルイジアナ文化が形成されてきたそうです。

あまり日本人にとっては馴染みのない（と

思われる）ルイジアナ州、ミシシッピ川が

メキシコ湾に注ぐ河口に位置する州という

より、ジャズで有名なニューオーリンズの

ある州といったほうがイメージしやすいで

しょうか。 
ルイジアナ州立大学（LSU）は 1860 年

創立の総合大学で、同州の州都バトンルー

ジュにメインキャンパスがあります。

Virginia live oak と呼ばれる枝振りの素敵

な樫の並木に囲まれた美しい湖、LSU グ

ッズを身に着けた多国籍な学生たち、リス

など多くの野生動物やマスコットのトラ 
（注：本物です）が住む、いかにも「アメ

リカの大学」といった雰囲気の広大なキャ

ン パ ス で す 。 中 で も 農 学 研 究 部 門

（AgCenter）は土地柄から重要性が高いと

のことで、キャンパス内で占める割合が大

きいことにまず驚かされました。私がお世
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話になっているのはその中の Department 
of Plant Pathology & Crop Physiology で、幅

広い植物病害及び植物生理を扱っています。

Department 内には 18 の Discipline があり、

かなりの人数（おそらく 60 人以上？）が

所属しているのですが、週１回のセミナー

や各種イベントを通してお互いに情報交換

しつつ、交流を深めているようです。ちな

みに５月のイベントは「Crawfish Boil」
（ザリガニの一種 crawfish を海鮮のお出し

とスパイスの効いたスープで煮込むルイジ

アナ名物。ちなみに LSU には crawfish の

育種部門もあるそうです。）なのだそうで

すが、この原稿の締切後に開催されるため、

写真をお届けできないのが残念です。 
受 け 入 れ 研 究 者 で あ る Edward C. 

McGawley 博士は線虫学者歴 35 年という

ベテランで、一番弟子が既に学内で教授を

されています。ラボ自体は極めてコンパク

トなのですが、線虫学の教育と研究に特化

した、動線を計算された効率的な設計にな

っています。至るところに線虫の形態図や

写真が貼られており、線虫専門の研究室っ

てこんな感じなのか、と最初ちょっと感動

しました。ラボがコンパクトな代わりに、

圃場のスケールは桁違いに大きくすごいの

一言です。圃場の広さ自体もさることなが

ら、日常的に調査を行う圃場がキャンパス

から車で片道３～４時間のところにあった

りして、改めて距離感覚の違いを痛感しま

した。現在ラボに所属しているのは修士課

程の学生１名のみですが、他に見習いとし

て学部生１名と、前述の一番弟子の弟子で

ある修士課程の学生２名も同じく植物寄生

線虫が専門で、共同で研究を行っています。

「海外の研究機関では分業制が進みテクニ

シャンが実験をする」というイメージがあ

ったものの、大学では必ずしもそうとは限

らないようで、こちらのラボでは調査も実

験も教授陣と学生が自ら行っています（普

段の圃場管理は専門の方がいらっしゃいま

すが）。博士課程以上しか所属していない

研究室ではテクニシャンの数が増える傾向

にあるようですので、やはり教育と研究の

バランスの問題でしょうか。もうひとつ、

research と extension との兼ね合いについて

も難しい問題として考えられているようで

す。「Extension」はいわば研究と現場のパ

イプ役として農業従事者からの情報収集や

研究側からの成果還元機能を担っていて、

LSU の AgCenter では Research 部門と

Extension 部門は明確に別々の機関として

扱われています。基本的にはどちらの部門

も構成員は研究者であり、部門を跨いでの

異動もあるため、バランスをとるのが難し

いケースもあるのだそうです。 
 

 
ラボにて McGawley 博士と。 

 
さて、ちょこっとだけでも研究の話を。

McGawley 博士の本来の研究対象はダイズ

や綿花などの農作物、ゴルフ場の芝など草

本植物根系に寄生する植物病原線虫です。

特にゴルフ場では線虫被害が深刻だそうで、

lance、lesion、reniform、ring、sting など各

種線虫による複合的な被害を食い止めるべ

く、農薬会社などとも協力しつつ研究され
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ています。ただ、今回私の主たる目的はそ

ういった線虫害ではなく、ルイジアナ州は

マツノザイセンチュウ（Bursaphelenchus 
xylophilus）が最初に記載同定された場所

でもあることから（当時は Aphelenchoides 
xylophilus）、改めて州内のマツノザイセ

ンチュウについて調べてみようということ

で調査させていただいています。州内に自

生するマツはほとんどがテーダマツなどの

抵抗性種であるため、日本のようにマツ枯

れ被害が深刻化するというような状況では

もちろんないのですが、たまに枯死木があ

ると線虫とカミキリがセットで出てくる、

といった感じです。カミキリが羽化脱出す

る感染シーズンまであと少し、そこから帰

国までにどれだけ成果が出せるか？乞うご

期待です。 
ここからは国際交流について、実際に来

てみて感じたことなどを書かせていただき

ます。研究でもそれ以外の目的でも、これ

だけ長期間海外で暮らすことは初めてだっ

たので、私にとって言葉の問題はやはり大

きな不安要素でした。また、事前にバトン

ルージュという街に関する情報がほとんど

手に入らなかったこともあり、よくわから

ないアメリカ南部の街に単身乗り込むとい

うのはそれなりに覚悟が必要なことでした。

来てみれば、これが southern hospitality と

いうものなのか、みなさま優しく温かく迎

え入れてくださってひたすら感謝の毎日で

す。英語についてはいまだ悪戦苦闘中です

が、南部ならではの「Yes, sir」「Yes, 
ma’am」の丁寧な（に聞こえる）響きにも

ようやく慣れてきました。様々なバックグ

ラウンドをもった世界各国からの研究者達

との交流も国際学会などとはまた違ったも

のですし、研究、英会話、人脈など、具体

的に言葉で表せるもの以上に日々の生活を

通して得られるものも多いと感じています。

これも、４か月間のサバティカルをご了承

いただいた研究室のみなさまのおかげです。

残り３か月弱、限られた時間ですが手土産

にできるような成果を挙げられるよう一日

一日大切に過ごしたいと思います。 
最後にお知らせです。線虫学を一般に紹

介するためのデジタル資料「Introduction to 
Nematodes」をアメリカ線虫学会のサイト

内で公開しています（http://nematologists. 
org/education_slide_website.php）。 
McGawley 博士からぜひ日本線虫学会のみ

なさまに紹介して欲しいと言付かりました

ので、この場を借りて宣伝させていただき

ます。 
 

 
「Introduction to Nematodes」のサムネイル。

動画なども収録されていてなかなか面白い

資料ですので、興味のある方はぜひ。 
 

カリフォルニア工科大学ポスドク奮闘記 

新屋良治（カリフォルニア工科大） 
2012 年梅雨の最中、約 70 kg もの大荷物

を抱え米国ロサンゼルス行きの飛行機に乗

り込みました。これがカリフォルニア工科

大学（California Institute of Technology、通

称 Caltech） におけるポスドク生活の始ま

りでした。ロサンゼルス国際空港に到着後、



 

 10 

レンタカーを借りてロサンゼルスの中心部

を横目に見ながら約１時間 Freeway を走り

ぬけると、青空とパームツリーが美しい街

パサデナに到着しました。新しい生活に向

けた高揚感と慣れない左ハンドルの緊張感

による胸の高鳴りは今でもはっきりと覚え

ています。早いものでその時からもう１年

が経過し、少しずつ米国での生活にも研究

室にも慣れつつあります。今回はこの滞在

について寄稿する機会をいただきましたの

で、ポスドクとして米国に来るまでの経緯

と研究室での生活について簡単にご紹介し

て行きたいと思います。 
2011 年の春頃（京都大学二井研の博士

過程に所属）、学位取得の目処もたってき

たこともあり、本格的に次の進路を探し始

めました。以前から漠然と海外の研究機関

でも研究をしてみたいという思いはありま

したが、具体的な計画は何一つないまま気

がつけば最終学年になっており、慌ててポ

スドクとしての行き先を真剣に考え始めま

した。自分が今後どんな研究がしたいかと

いうことを改めて自問自答し、その研究が

できそうな研究室を色々と調べました。結

局３つの研究室に候補を絞りましたが、い

ずれの研究室の教授ともそれまで面識がな

かったため、とりあえず CV と研究計画を

作成しメールを送りました。幸いにもその

うちの１つの研究室から「興味があるから

面接したい」という旨の連絡をもらい、ま

ずは Skype を使って約１時間のビデオ通話

面接、そしてその後実際に研究室に行って

面接をする運びになりました。この研究室

が現在の私の所属先である Caltech の Paul 
Sternberg 研究室です。わざわざ米国まで

面接に、と思われるかもしれませんが、こ

れは私が「フェローシップには応募するつ

もりはあるけれど、それがなくても雇って

欲しい」とお願いしていたからだと思いま

す。面接に関しては具体的に何をするかは

一切聞いておらず、面接２日前に「talk し

てね」という軽い連絡が来ただけでした。

しかし実際研究室を訪問してみるとびっし

りとスケジュールが組まれており、教授と

の one-on-one meeting、セミナー、ポスド

ク達との one-on-one discussion、最後に皆

で夕食という流れでした。後になってわか

ったことはこの流れは米国でのポスドク採

用面接における典型的な流れのようです。

とにかく必死に全ての行程をこなし、ヘト

ヘトになって日本に帰国しました。全力を

尽くしましたがこの時点ですぐに採用決定

とはならず、とりあえず研究室のグラント

があたれば採用するという返事で、自分の

申請したフェローシップの結果とあわせて

数ヶ月待機という状態になりました。その

後、運良く自身のフェローシップが採択さ

れ、2012 年から Sternberg 研究室で研究で

きることが正式に決定しました。学位取得

が 2012 年３月だったため、４月からの３

ヶ月間を中部大学の長谷川研究室にてみっ

ちり修行をさせていただき、その後いよい

よ米国に渡航することになりました。 
 米国への出発は冒頭に述べた通りですが、

渡米時点でアパートの契約すらできていま

せんでした。そのため最初の数週間は生活

のセットアップなどであっという間に過ぎ

ていきました。研究室では自分専用のベン

チ（パソコン作業用の机と実験台がセット

になったスペース）が割り当てられ、ボス

である Paul からは「新しい仕事を立ち上

げてくれ」と実にシンプルな指示を受け米

国での研究がスタートしました。Sternberg
研究室には数多くの学生、ポスドク、スタ

ッフが所属しており、人の出入りも激しい

ため正確な人数がよくわからないほどです
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（おそらく 40 人くらい）。 多くの人が米

国生まれ（いわゆるネイティブの人達）で

日本人は私１人という状況です。本研究室

では主にモデル生物 Caenorhabditis elegans
の行動および器官形成機構を分子遺伝学的

アプローチによって研究しています。また、

C. elegans の比較対象として 様々な他種線

虫も積極的に研究対象としており、現在で

は Caenorhabditis 属を中心とした自活性線

虫種、昆虫病原性線虫、深海に生息する線

虫をも研究しています。私自身は寄生線虫

病および進化生物学研究に有用な新規の遺

伝学モデル線虫を作ることを目指し研究を

スタートさせました。 
 いざ研究を開始してみると、環境（すご

く乾燥している）や研究機器が異なるため

実験に失敗するということが度々ありまし

たが、これは案外すぐに慣れました。しか

し、コミュニケーションの取り方について

はさらに違いが大きく、苦戦を強いられる

ことが多かったように思います。もちろん

英語という言語の問題もあるのですが、自

己アピールの仕方、議論の仕方など研究者

として求められる要素が日本と米国では大

きく異なる感じがします。学部内で頻繁に

行われるセミナーの後、必ず周りの学生や

ポスドクが「How did you feel?」と聞いて

きます。彼らは単に発表の出来不出来を聞

きたいのではなく、これをきっかけに研究

の話を膨らませることを期待しています。

この際に知識力が問われますし、相手を納

得させる能力が必要になります。そもそも

おしゃべり好きな人が多く、実験中であろ

うが、目の前でシャーレの蓋が開いていよ

うがお構いなく喋っているような人達なの

で強敵です。また、Paul は新しいポスド

クやスタッフの採用面接後、ポスドクにも

意見を求めてくれます。採用すべきかそう

でないか、その人が研究室に何をもたらし

てくれそうかなど周りのポスドクは実に上

手く返事をします。 
 また大学や研究のシステムに関して最も

驚いたことは研究室に高校生や学部生が出

入りしていることです。多くの場合ポスド

クの誰かが担当者となり、期間限定でこれ

らの学生と一緒に研究を行います。高校生

や学部生にとってこの経験は進学の際の履

歴書上で絶大な効力を発揮します。

Caltech ではこれらの学生をサポートする

制度も整っており、多くの学生は大学や研

究室（もしくは外部の企業など）から給与

をもらうことができます。この制度はポス

ドクにとってもメリットがあります。研究

室の教授とともに正式に Co-mentor として

登録され、実験指導はもちろん研究プロジ

ェクトの提案、そして給与を得るためのリ

サーチプロポーザルの作成までの全てをポ

スドクが任されます。学生と一緒にリサー

チプロポーザルを書き、それが採択されれ

ば学生は研究室以外から給与をもらって研

究を行うことができます（つまり研究室は

給与を支払うことなく働き手を確保できま

す）。従って、ポスドクも学生のプロポー

ザルが採択されるよう一生懸命になります。

研究期間の終了後には一緒に論文を書き、

最後にポスドクが評価書も作成します。こ

の過程は将来的に研究室の Principal inves-
tigator（PI）となることを志す多くのポス

ドクにとって絶好のトレーニングの機会と

なります。私自身も学生を受け入れる機会

を頂いており、学生を楽しませるための作

戦をあれやこれやと練りながら疑似 PI の
体験を楽しんでおります。この制度は本当

に素晴らしいと思います 。 
 いざ米国に来てみると生活と研究の両方

において当初思っていた以上に苦戦するこ
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とや悔しい思いをすることが多かったよう

に思います。それでも米国でのポスドク生

活にはここには書ききれないくらい魅力も

沢山あります。Caltech はアカデミックで

開放的な雰囲気に満ちていますし、キャン

パス内には世界中から集まった野心と才気

あふれる同世代の若者が大勢います。この

環境は本当に刺激的です。彼らに圧倒され

ぬよう奮闘していきたいと思います。 
 

 
Caltech の美しいキャンパス。学生数 2,000
人の小さな大学だがこれまでに 31 人のノ

ーベル賞受賞者を輩出している。NASA の

ジェット推進研究所も Caltech の部門の１

つで、ここで無人宇宙探査機の開発等を行

っている。 
 
第８回九州線虫懇談会報告 

岩堀英晶（九沖農研） 

今年も九州線虫懇談会は桜の時期に開催

されました。３月 30 日、当センター名物

の桜並木は幾分盛りを過ぎていましたが、

舞い散る花弁が道を桜色に染めていました。 
今回は 13 名の参加。発表は今年度博士

号を取得されたお二人から。九沖農研の鈴

木さんは、「暖地畑作物のネコブセンチュ

ウ害軽減のための耕種的手法に関する研

究」、佐賀大の奥村さんは「 Caenor-
habditis japonica における、ベニツチカメ

ムシへの種特異的および偏雌的便乗行動に

関する研究」の演題で、それぞれ博士論文

の内容紹介をしてくれました。これでお二

人は研究者の免許証を手に入れたと言うこ

とで、おめでとうございます。私も「ピー

マン線虫抵抗性育種プロジェクト・３年間

の軌跡」の演題で発表を行わせていただき、

本プロジェクトにおける九沖農研の成果を

紹介しました。参画した県や企業の研究者

が皆とても熱心に線虫を勉強した素晴らし

いプロジェクトでした。 
講演の後は九沖農研線虫グループの温室

ツアーを行い、皆様に私の線虫コレクショ

ンを見ていただきました。ここでは書けな

いオフレコ裏話を交え、皆で楽しく線虫鑑

賞（？）を行いました。また、温室ツアー

の後には有志で懇親会を行い、夜更けまで

四方山話に花を咲かせました。 
春は別れの季節。今回発表してくれた奥

村さんは京都へ。また、すでに引っ越し済

みで参加できませんでしたが、当研究グル

ープの立石さんが東京へ。主要メンバー２

名の異動により九州線虫界は少し寂しくな

ってしまいましたが、今後も頑張って懇談

会を開催していきたいと思います。 
［参加者］九沖農研（５）、森林総研

（１）、佐賀大学（２）、東海大学（２）、

民間企業（２）、無所属（１）、計 13 名
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［編集後記］ 
◆自宅の庭に畑を作りました。農業関係の

研究機関にいながらまじめに（？）農業を

した経験がないのはいかがなものか、との

思いがあり、真似事でもやってみることに

しました。わずか３坪ほどですが、２処理

３反復のマイクロプロットを設定し、栽培

管理を変えて生育の違いなどを観察できる

ようにしました。まずは全面耕起。小型耕

うん機を近所の農機具店で１日 5,000 円ほ

どで貸してもらいました。仕事の時は圃場

作業員の方にやってもらうので、自分で耕

うん機を操作したことはほとんどありませ

ん。最初は扱いが下手で、耕すというより

地表を引っ掻きながら走り回っているだけ

でしたが、徐々にコツがわかり、硬盤があ

る深度 5-10 cm の部分も耕すことができま

した。ところが、そこにあった石まで掘り

起してしまい、地表が石ころだらけに。客

土する前に除いておけばよかったと後悔し

ても後の祭りでした。 
（岡田浩明） 

 

 
◆連休中に、岩手県宮古市と陸前高田市に

行ってきました。宮古には小２の息子と一

緒に行って、復活した観光船に乗ったり、

砂浜（浄土ヶ浜）で遊んだり、仮設店舗で

営業している道の駅で買い物をしたりして

来ました。陸前高田には一人で行って、モ

ニュメントとして保存中の一本松を見たり

して来ました。行ったからと言って何がで

きるわけでもないのですが、前よりわずか

でも復興が進んでいると、ほんの少し安心

したりしています。ニュース編集小委員会

の委員を、もう１期務めることになりまし

た。よろしくお願いいたします。 
（前原紀敏） 
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